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地域で暮らす、
マンションで暮らす。
ー コミュニティの一員となるために

株式会社あつまり暮らすと

代表取締役 根津 昌彦
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平成25年住宅・土地統計調査（総務省）

構 成 比

建て方別住宅数，構成比（区別）
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平成25年住宅・土地統計調査（総務省）

区別，住宅の所有関係の構成比

共同住宅割合 持ち家割合
分譲マンション
割合推定値

全市 62.6% 57.1% 35.7%

東灘区 75.9% 57.6% 43.7%

中央区 86.9% 36.8% 32.0%
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３戸に１戸が分譲マンションの時代

▪神戸市では、全住宅数のうち「３戸に１戸」

が分譲マンションであると推定される。

▪中央区においても、全住宅数のうち32％

が分譲マンションと推定され、分譲マンショ

ン居住者は、地域社会の中でも大変重要

な存在であると言える。

▪マンション標準管理規約では、管理組合の

業務として、「地域コミュニティにも配慮した

居住者間のコミュニティ形成」が掲げられて

いる。
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３戸に１戸が分譲マンションの時代

▪神戸市では、全住宅数のうち「３戸に１戸」

が分譲マンションであると推定される。

▪中央区においても、全住宅数のうち32％

が分譲マンションと推定され、分譲マンショ

ン居住者は、地域社会の中でも大変重要

な存在であると言える。

▪マンション標準管理規約では、管理組合の

業務として、「地域コミュニティにも配慮した

居住者間のコミュニティ形成」が掲げられて

いる。
地域側からはマイナス印象
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住民が地域を意識するときは？

▪引越ししたとき

▪地域の掲示板に自分の興味のあるプログ

ラムのチラシが貼ってあるのを見たとき

▪子どもから老人までが一緒に歩道や溝を

掃除しているところに出くわしたとき

▪子どもが地元小学校に入学したとき

▪仕事をリタイアしたとき

▪親の介護が始まったとき

▪夏祭り・秋祭りのとき etc…
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神戸市の地域状況イメージ
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マンション住民・管理組合は、もちろん地域の構成員
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管理組合は期待の大きい地域の一員

▪連合自治組織や防災福祉組織への参加

▪大地震・大災害への備え

▪地域運動会、地域の祭りへの参加

▪まちづくり組織への参加

地域組織はマンション住民や管理組合との

コミュニケーションの希薄さを、

地域課題に掲げていることが多い。

↓ ↓ ↓

管理組合の地域活動への参加を嘱望
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参議院国土交通委員会住宅局長答弁

▪平成28年5月31日に開催された参議院国

土交通委員会の議事録では、

「管理組合によります地域のお祭りや盆踊

り等への協力については、マンション及び

周辺の居住環境の維持向上に資する活動

として行うことについて、管理組合の合意

が形成された場合には実施できるものと

考えております」 と住宅局長が答弁。

↓ ↓ ↓

分譲マンション居住者の意識の問題
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【マンション住民も加わった
地域まちづくりの事例紹介】

本山南
夢叶えプロジェクトが

出来上がるまで
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本山南夢叶えプロジェクトとは①

▪神戸市東灘区で、平成22年を目標とする

中期計画の策定にあたり、５本の柱の一

つに、「みんなが主体となって互いに育ち

あいながらまちをつくる」を設定。

▪具体的な事業計画として「地域の将来像を

描く」と題し、地域ごとに抱えている課題に

ついて考え、実践的な取り組みにつなげて

いくため、「わがまち」と感じる範囲での地

域ごとのまちづくりの方向性を、住民と区

役所の協働によって作成することを策定し

た。
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本山南夢叶えプロジェクトとは②

▪ 本山南地区は、東灘区の東端、JR、国道２号線と阪

神電車の間に位置する交通至便地域。

▪ プロジェクト立ち上げ当時（平成17年）、本山南小学校

区域で、人口約11,200人、世帯数4,429（平成17年）。

▪ 阪神・淡路大震災では、地域の多数の住宅が被災し、

その後建設されたマンションに地域外から転入。地域

福祉センターを中心とした地域福祉活動、児童の放課

後の居場所づくりなどの活動を住民主体で行っていた。

▪ 平成18年4月、本山南ふれあいのまちづくり協議会メ

ンバーを中心として、「縁あってこの地域で暮らし、働

き、学んでいる人がみな、互いに夢を語り合い、共感し

た人が夢を叶えあおう」と、本山南夢叶えプロジェクト

会議を立ち上げた。



夢叶えプロジェクトのキーワード

難しいことは抜きにして取り組んだ。



地域の人が夢見ていることを抽出・整理し、
検討テーマをピックアップ。

地域における既存の取り組みとその成果の
再確認。

 テーマごとに、地域の魅力･特性、叶えたい夢
を具体的に語り合う。



夢を叶えるために必要なことを話し合い、夢
叶えプロジェクトとして行動計画を考える。

行動計画をまとめた冊子（カレンダー）を作成
し、地域の内外に発信して仲間を募る。

描いた夢を一つずつ実現していき、仲間と一
緒に喜び合い、さらにＰＲしていく。

（あわてず、欲張らず、できることから）



平成18年7月より、
ワークショップスタート。

平成19年3月までに計
12回行い、「夢叶えプ
ロジェクト」をまとめた。







1. 安心安全のまち

2. まちのシンボルづくり

3. コミュニケーションのあるまち





みんなで作った地
域の夢を取りまと
めた冊子だから、
いつも目に留まる
ようにしたい。

カレンダー形式に

カレンダー形式で
取りまとめ















保久良ハイキング



保久良ハイキング



まちの写真展



まち歩き



まち歩き



ＭＡＰづくりミーティング













神戸新聞 2009年３月２６日
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地域コミュニティの
一員となるために

マンション居住者と地域団体とをつなぐ

管理会社への提案
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自ら飛び込むのは難しい……

▪分譲マンション管理組合、あるいは、分譲

マンション居住者が、地域コミュニティの一

員となるには、地域からの呼びかけがあれ

ば、あるいは呼びかけがなくとも、主体的

に活動の輪の中に入っていくことが理想で

ある。

▪ しかしながら、現実は何か具体的な「動

機」「必要性」がなければ、なかなか自ら活

動の輪の中に身を置こうとはしない。
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地域コミュニティ参加への橋渡し

▪そこで管理会社の皆さんに期待したいの

が、地域のコミュニティ活動に、マンション

管理組合・マンション居住者が参加する方

向への水向け、橋渡し役となっていただく

こと。

▪管理組合の担当者（フロント）や管理員に

対して、 「地域コミュニティにも配慮した居

住者間のコミュニティ形成」について、数年

に1度、社内研修のテーマとして取り上げ

るなどして、管理会社としてどう地域と関

わっていくかのスタンスを示してはどうか。
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具体的な取り組み私案

▪ 地域コミュニティへの配慮と居住者間の

コミュニティ形成の両立を目指した具体

的な取り組みとして、次の４つを提案する。

1. クリーン作戦への参加

2. 小学生向け夏休み自由研究の支援

3. 津波避難ビルとしての協力

4. ウェルカムパーティーの開催
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１．クリーン作戦への参加

▪ 自治会、もしくは、ふれあいのまちづくり
協議会などが行う地域清掃活動に、地域
貢献の一環として管理員やフロントが参
加。マンション居住者にも参加を呼びか
ける。
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２．小学生向け夏休み自由研究の支援

▪ 自分の暮らしているまちには、いったいど
んな地域団体があって、どんな活動をし
ているのかを調べ、課題の聞き取り、解
決策の提案という一連の自由研究プログ
ラムを開発し、夏休みイベントとして小学
生向けセミナーを開催する。
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３．津波避難ビルとしての協力

▪ 防災福祉コミュニ
ティや、ふれあい
のまちづくり協議会
が策定している「お
たすけガイド（消防
局 ） 」 「津波防災
マップ（危機管理
室）」などに、津波
発生時の緊急待避
所として屋外避難
階段を開放する
「津波避難ビル」に
エントリーする。
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４．ウェルカムパーティーの開催

▪ 200戸超の大規模

マンションなど、１
年に数件、区分所
有者や居住者の入
れ替わりが起こる
マンションにおいて、
マンション内の居住
者間交流の場とし
てウェルカムパー
ティーを開催し、そ
こに地域団体の役
員を招待する。
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おわりに

▪管理組合と良好な関係を構築することが、

管理会社の発展のための生命線であるこ

とは言わずもがなであるが、地域コミュニ

ティとの良好な関係づくりも、今後重要に

なってくる視点であると考える。

▪地域コミュニティ活動への関わりが積極的

であれば、地域で評判のマンションとなり、

暮らしやすいマンション、管理意識の高い

マンションと評価され、管理会社としても

「あのマンションを管理している」ということ

で評価が高まるのではないだろうか。


